
省

令

平成年月日 水曜日 第号官 報

第
百
三
十
七
条
第
四
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第

三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
五
号

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年

法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
二
十
三
条
の
三
十
六
第
四
項
及

び
第
二
十
九
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
舶
職
員
及
び

小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行
規
則
（
昭
和

二
十
六
年
運
輸
省
令
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
百
三
十
七
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
前

項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
を
「
前
項
各
号
」に
改
め
、

「
掲
げ
る
場
合
」
の
下
に「（
次
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除

く
。）」
を
加
え
、「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
備

え
付
け
ら
れ
」
の
下
に
「
、
又
は
当
該
船
舶
に
持
ち
込
ま

れ
」
を
、「
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
」
の
下
に「（
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
備
え
付
け
ら
れ
た
も
の
に
相
当
す

る
性
能
を
有
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
認
め
る

も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
場
合
」
の

下
に
「
の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
（
漁
ろ
う
そ
の

他
の
船
外
へ
の
転
落
の
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
を
行
つ
て
い

る
場
合
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え

る
。一

次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
位
置
に
乗
船
し
て
い

る
場
合

イ

周
囲
に
高
さ
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の

さ
く
欄
そ
の
他
の
船
外
へ
の
転
落
を
防
止
す
る
た

め
の
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ

船
外
へ
の
転
落
の
防
止
に
関
し
必
要
な
事
項
と

し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
事
項
が
乗
船
し
て

い
る
者
の
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

二

防
波
堤
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
波
浪
を
低
減
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
の
内
側
に
お
い
て
、
岸
壁
、
桟

橋
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
に
係
留
し
て
い
る

小
型
船
舶
に
乗
船
し
て
い
る
場
合

三

水
上
ス
キ
ー
そ
の
他
の
船
外
に
お
け
る
行
為
を
行

う
た
め
の
装
備
を
着
用
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
船
外

へ
の
転
落
に
備
え
る
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が

当
該
装
備
の
機
能
保
持
上
適
当
で
な
い
者
（
第
一
項

第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
限
り
、
漁
ろ
う
そ
の
他
の

船
外
へ
の
転
落
の
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
を
行
つ
て
い

る
場
合
を
除
く
。）

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経

過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
職
員
及
び
小
型
船

舶
操
縦
者
法
施
行
規
則
第
百
三
十
七
条
第
一
項
第
四
号

に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操

縦
者
法
第
二
十
三
条
の
三
十
六
第
四
項
の
規
定
に
違
反

す
る
行
為
に
は
、
こ
の
省
令
の
公
布
の
日
か
ら
起
算
し

て
五
年
を
経
過
す
る
日
よ
り
前
に
し
た
行
為
は
、
含
ま

れ
な
い
も
の
と
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
六
号

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五

十
九
条
第
一
項
及
び
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原

子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政

令
第
三
百
二
十
四
号
）
第
四
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

核
燃
料
物
質
等
車
両
運
搬
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

核
燃
料
物
質
等
車
両
運
搬
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

核
燃
料
物
質
等
車
両
運
搬
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
運
輸

省
令
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
八
号
中
「
平
成
十
二
年
総
理
府
令
第

百
二
十
四
号
」
の
下
に
「
。
第
十
七
条
の
二
第
五
項
に
お

い
て
「
取
決
め
規
則
」
と
い
う
。」を
加
え
る
。

第
十
七
条
の
二
第
五
項
中
「
特
定
核
燃
料
物
質
の
運
搬

の
取
決
め
に
関
す
る
規
則
」
を
「
取
決
め
規
則
」
に
、「
第

十
号
」
を
「
第
十
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
令

第
二
条
第
三
号
」
を「
令
第
三
条
第
三
号
」に
、「
を
除
く
。」

を
「
及
び
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、封
入（
圧

縮
し
て
封
入
す
る
場
合
に
限
る
。）し
、
又
は
固
型
化
し
て

容
器
に
内
包
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。」に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
確
認
を
要
し
な
い
場
合
）

第
二
十
条
の
二

令
第
四
十
八
条
の
表
第
二
号
の
ロ
の
国

土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
固
型
化
さ
れ
、

又
は
容
器
に
封
入
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
核
燃
料
物
質

等
で
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
封
入
（
圧
縮
し
て
封

入
す
る
場
合
に
限
る
。）し
、
又
は
固
型
化
し
て
容
器
に

内
包
さ
れ
て
い
る
場
合
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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